
ア
オ
サ
ギ
爺
さ
ん
の
巻

連
載
絵
本

そ
の
３

I nform ation 2017年7～9月

楽園はよみがえるか
35

見
守
る
人
々

カイ
ツブリ通信

その35
プランクトン

（プランクトン撮影：大原正子）

Ａ フナガタケイソウ Ｂ ホシガタケイソウ Ｃ クンショウモ Ｄ イカダモ

Ｅ ミクロキスティス Ｆ アナベナ Ｇ ツノオビムシ Ｈ サヤツナギ

Ｉ ワムシ Ｊ ケンミジンコ Ｋ ソウミジンコ Ｌ ミジンコ

開
園
百
周
年
の
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た

井
の
頭
池
は
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
ヒ
ナ
が
賑
や

か
で
す
。
４
羽
い
た
ヒ
ナ
が
カ
ラ
ス
に
襲
わ

れ
３
羽
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
親
も

せ
っ
せ
と
子
育
て
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
い

ぼ
り
の
お
陰
で
餌
が
豊
富
に
な
っ
た
池
に
は
、

そ
の
う
ち
サ
ギ
達
が
子
連
れ
で
戻
っ
て
来
る

だ
ろ
う
と
ア
オ
サ
ギ
爺
さ
ん
は
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

絵 

せ
の
う
さ
ち
こ　

文 

瀬
能
け
い
子

せのうさちこ 1975年 盛岡市で生まれる。小6で三鷹へ転校。
 アニメ動画から絵本に進む。三鷹市在住。
 瀬能けい子さんは母親。

井の頭かんさつ会

●夏の井の頭自然文化園・怪談スタンプラリー
  「動物園怪談画劇～井之頭百物語・伍～」開催
　園内の動物や施設をテーマにした創作怪談のスタンプラリーを実施します。
　イラストは、 天野行雄 氏（日本物怪観光主宰）です。
　期間：平成29年７月22日（土）～９月３日（日） 各日９時30分～

事前申し込みが必要です。 詳細や申し込み方法はHP http://www.kansatsukai.net/ に載せます。

詳しくは井の頭恩賜公園案内所（0422-47-6900）にお問い合わせください。

【ネイチャー☆プログラム】 次世代を担う子供たちや公園を訪れる人たちに、わかりやすく
楽しく「自然の仕組み」を学び遊んでもらうプログラムです。

井の頭恩賜公園

●第147回 「樹木」 7月22日（土）　10：00～12：00
●第148回 「夜の生き物」 8月12日（土）　18：30～20：30

詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ino/index.html

Q1. ユーラシア（TOKYO ZOO NET HP 記事より）
Q2. 26歳（いのきちさん第34号記事より）いのけん受験講座いのけん受験講座答え合わせ答え合わせの1級渡邊安浩

井の頭自然文化園 井の頭自然文化園の動物たちと飼育員 

ツクシガモ と

小田原 澪（おだわら みお） 編集者・ライター。フィールドは多摩。三鷹市在住。

その15

東條裕子さん

　白・茶・黒と三毛猫のような羽のツクシガモは、カモには稀なオスと
メスが同色・同柄。オスのほうがやや体格がよく、春先の繁殖期にはく
ちばしの赤味が増し、オスだけにあるくちばしのつけ根のコブが膨らみま
す。ヨーロッパや中国から九州地方に渡ってくる冬鳥で、名前の由来は「つ
くしんぼ」でも「尽くし」でもなく、九州の古称の「筑紫」です。
　ところが「尽くし」を思わせる性質があります。「ペアになったら絆が
深いんです。メスが巣作りをしたり、抱卵したりしているときに、オスは
見張りをするし、子育ても一緒。水鳥には珍しいんですよ」と飼育員の
東條裕子さん。絆が深すぎる面も。「ペアはそれ以外に対して攻撃的に
なります」。そのため、3 組のペアをそれぞれ離れた展示場で、ペアのい
ないカモはバックヤードで飼育しています。
　5 月にヒナが誕生したペアは、隣接する展示場に暮らす一回り小さい
キンクロハジロさえ気にいらず、肩を怒らせて威嚇の態度をとります。片
やキンクロハジロはのんびりと知らん顔です。
　このヒナは自然文化園では久しぶりの自然繁殖で生まれました。人工
ふ化で誕生したヒナもいて、東條さんはこまめに体重を測ったり、育ち方
の差をみたりと、2羽の成長を見守っています。

http://tnt-lab.eco.coocan.jp/

カイツブリは、得意の

潜水で小魚やエビを捕
ま

える、小さな水鳥です
。

池や川にカップルで縄
張

りを作って暮らし、子
育

てをします。

　

６
月
18
日
現
在
、
井
の
頭
池
の
カ
ッ
プ
ル
は
６

組
で
、
産
ん
だ
卵
の
総
数
は
約
50
個
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
う
ち
23
個
が
孵
化
前
に
失
わ
れ
、
孵
化

し
た
ヒ
ナ
も
８
羽
が
途
中
で
消
え
た
た
め
、
生
存

し
て
い
る
ヒ
ナ
は
15
羽
、
親
元
を
旅
立
っ
た
若
鳥

が
１
羽
で
す
。
餌
は
潤
沢
な
の
に
、
安
定
し
た
巣

を
作
り
安
全
に
子
育
て
で
き
る
場
所
が
足
り
な
い

の
と
、
天
敵
も
増
え
て
い
る
の
が
、
厳
し
い
繁
殖

成
績
の
理
由
で
す
。

　

詳
し
い
情
報
が
集
ま
る
の
は
、
多
く
の
人
が
見

守
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
以
前
か
ら
カ
イ
ツ
ブ
リ

を
観
察
し
て
い
る
人
や
写
真
を
撮
っ
て
い
る
人
も

数
人
い
ま
す
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
可
愛
い

ヒ
ナ
と
そ
れ
を
懸
命
に
世
話
す
る
親
鳥
を
目
に
し

て
、
新
た
に
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
人
た
ち
で
す
。
カ

イ
ツ
ブ
リ
を
観
る
た
め
に
双
眼
鏡
を
買
っ
た
人
も

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
多
い
と

事
件
も
多
く
、
ど
の
人
に
も
刺
激
的
で
す
。
カ
イ

ツ
ブ
リ
の
劇
的
な

増
加
を
も
た
ら
し

た
「
か
い
ぼ
り
」

は
、
身
近
な
野
生

の
生
き
物
を
知

り
、
そ
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
考
え
る

絶
好
の
機
会
を
多

く
の
人
々
に
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

井の頭かんさつ会代表。毎月自然観察会を開催。
池の外来魚問題にも取り組む。

井の頭かんさつ会  田中 利秋

井の頭かんさつ会　田中 利秋

生き物たち井の 頭
公 園 の

（たなか としあき）

注目すべき微小生物
　澄み切っていた井の頭池の水が、今は緑色に濁っています。
池の水の中には、肉眼では見えないほど小さな、いろいろな
種類のプランクトンが暮らしています。上の写真はそのほん
の一部です。日光をエネルギーに、水中の二酸化炭素と窒素
とリンなどを材料に光合成をして増える植物プランクトン（Ａ
～Ｈ）と、それらを食べて生きる動物プランクトン（Ｉ～Ｌ）

とに大別されます。植物プランクトンには珪藻（Ａ・Ｂ）、緑藻
（Ｃ・Ｄ）、藍藻（Ｅ・Ｆ）などのグループがあり、どの種類がど
れだけいるかで、水の色や透明度が変わります。冬に優先する
のは珪藻で、多いと水が茶色く見えます。日差しが強まり暖か
くなると緑藻が増え、池は緑色になります。水に窒素とリンが
多い富栄養化した池の場合、水温が上昇する6月初めごろ藍藻
の増殖が始まり、池はやや青みがかった透明感のない緑色にな
ります。それが大量に水面に浮いたのがアオコです。
　かいぼりをすると水が澄むのは、底泥を大気と日光に晒すと水
中に溶け出す窒素とリンが減るからです。しかし、井の頭の地下
水には窒素が大量に含まれているため、リンが供給されれば効果
は無くなります。大量の湧き水を復活させて、植物プランクトン
が増える前に池から押し流してしまうのがいちばんです。
　ミジンコなどの動物プランクトンは、植物プランクトンを食
べて減らす一方で、小魚などの餌になります。下の写真は、七
井橋の照明に集まる動物プランクトンを食べている小魚です。
植物プランクトンも動物プランクトンも池の生態系を支えてい
るのです。ほんの少し環境条件が違っただけでプランクトンの
構成が大きく変わるのも興味深いことです。例えば、Ｅは今年
も増えている藍藻、Ｆは2015年に優先した藍藻です。プランク
トンの様々な形を楽しむには
顕微鏡が必要ですが、機会が
あればその世界を覗いてみる
ことをお勧めします。池の水
がそれまでとは違って見える
ようになるでしょう。

採食中の小魚

あまのゆきお にほんもののけかんこう

井の頭公園100年写真集
2,800円＋税

ご購入は、書店かぶんしん出版（TEL.0422-60-2211）まで

1,600円＋税

公的な資料だけでなく、個人所蔵の写真や
絵はがきも丹念に収集してまとめました。大
正・昭和・平成と時代の要望に応えてきた
井の頭公園の歴史が、生き生きと蘇ります。

鳥類や昆虫、野草、粘菌に至るまで、井の
頭公園で観察することのできる生きもの
200 種余りを収録しています。公園散策の
お供にぜひ！

100 年の歩みを
貴重な写真で知る写真集

多くの新聞、雑誌で

取りあげられています

井の頭公園に
こんなに生きものがいるなんて！

写真集の
見どころが
分かる！

大人も子どもも
楽しめる身近な

いきもの図鑑です

著者
髙野さんの

解説が聞ける！

編著　髙野 丈

い
の
き
ち
さ
ん

井
の
頭

吉
祥
寺

三
　
鷹

井
の
頭
恩
賜
公
園
開
園

周
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
新
聞
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35号
2017年7・8月号

2017年（平成29年）7月1日
編集・発行●

協 力●

いのきちさん編集委員会
編集長　川井信良
東京都三鷹市上連雀 1-12-17
株式会社文伸　気付
電　話 0422-60-2211
ＦＡＸ 0422-60-2200
メール inokichi@bun-shin.co.jp

東京都西部公園緑地事務所
東京都井の頭自然文化園
井の頭恩賜公園100年実行委員会
NPO法人みたか都市観光協会
一般社団法人武蔵野市観光機構

制作支援●
株式会社文伸 /ぶんしん出版

井の頭恩賜公園

ヵ月
2100

周年
と開園

●あおぞら実験室（井の頭池付近） 7月 2 日（日）、 8月 6 日（日）、 9月 3 日（日）
●グリーンバード（井の頭池付近） 7月 9 日（日）、 7月23 日（日）、 8月13 日（日）
 8月27 日（日）、 9月10 日（日）
●ツリー☆マジック（第二公園） 7月29 日（土）、 8月19 日（土）、 8月20 日（日） 
 9月 2 日（土）、 9月 3 日（日）、 9月 8 日（金）
●どんぐりひろば（三角広場） 7月13 日（木）、 9月 7 日（木）



35 枚目 第34話井の頭恩賜公園の歩み

35

よ
み
が
え
れ
！ 

井
の
頭
池

私
と
井
の
頭
公
園
そ
の
35

ひ
と
こ
と
特
集 

後

2011年11月1日の創刊号から、井の頭公園の魅力を伝えるミニコミとして
隔月奇数月の1日に発行されている『いのきちさん』は、地元の印刷・出版
業の株式会社文伸の創業50周年記念事業として制作しているものです。
100周年までのカウントダウン新聞として、2017年5月までで発行終了予
定でしたが、今のところ年内の2017年11月1日（37号）までは発行する
予定です。

『いのきちさん』を置いていただける所を募集しています。

http://www.inokichisan.com/
『いのきちさん』の感想やお問合せはメールでも受付けています。
　  inokichi@bun-shin.co.jp

『いのきちさん』のホームページができました！更新中！

スマートフォン対応

『いのきちさん』について

写真  古賀 親宗（こが もとのり）
1983年 福岡県柳川市生まれ。三鷹市在住のフォトグラファー。

幕
末
の
井
の
頭
の
風
景
か
ら
、

幕
府
の
森
林
政
策
が
見
え
て
く
る
。

　

ち
ょ
っ
と
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い…

…
 

森
の
木
の
27
％
が

ク
リ
で
、
25
％
が
マ
ツ
。
残
り
の
４
割
が
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
・

シ
イ
・
カ
シ
類
・
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
。
そ
し
て
針
葉
樹
の

ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ
が
１
割
弱
。
そ
れ
が
幕
末
期
の
井
の
頭
の
「
御

林
（
お
は
や
し
）」
の
風
景
で
す
。
今
と
比
べ
て
、
ク
リ
と
マ
ツ

の
多
さ
が
際
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
樹
種
の
記
録
は
、
吉
祥
寺
村
の
名
主
の
河
田
家
の
史
料
、

安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
の
「
字
（
あ
ざ
）
井
之
頭
惣
木
数
扣
帳

（
ひ
か
え
ち
ょ
う
）」
に
残
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
植
生
か
ら
、

幕
府
の
植
林
政
策
が
見
て
と
れ
る
と
指
摘
す
る
の
が
、
徳
川
林

政
史
研
究
所
で
長
年
研
究
を
重
ね
て
き
た
太
田
尚
宏
先
生
で
す
。

　

乱
伐
の
時
代
だ
っ
た
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
を
経
て
、

「
林
政
」
の
理
念
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
が
17
世
紀
末
の
こ
と
。

そ
し
て
18
世
紀
に
な
る
と
、
伐
採
樹
種
を
制
限
し
た
り
、
全
国

的
に
植
林
が
進
め
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
植

林
政
策
で
、「
領
主
の
木
」
と
し
て
植
樹
さ
れ
た
の
が
ヒ
ノ
キ
・

ス
ギ
・
サ
ワ
ラ
な
ど
で
、「
庶
民
の
木
」
と
し
て
植
樹
さ
れ
た
の

が
ク
リ
と
マ
ツ
で
し
た
。「
領
主
の
木
」
は
、
城
郭
の
修
築
や
御

殿
の
建
設
な
ど
に
使
わ
れ
る
質
の
高
い
建
築
材
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
ク
リ
は
耐
久
性
が
高
く
腐
り
に
く
い
た
め
屋
根
の
葺

板
や
土
木
用
材
に
適
し
、
し
か
も
果
実
は
食
べ
ら
れ
る
の
で
凶

作
や
飢
饉
の
備
え
に
も
な
る
。
マ
ツ
は
養
分
が
少
な
い
土
壌
で

も
よ
く
育
ち
、
枝
は
燃
料
の
薪
炭
に
な
り
、
大
き
く
育
て
ば
桁

や
梁
な
ど
の
建
築
材
に
な
る
の
で
す
。

　
「
領
主
の
木
」
を
植
樹
し
て
も
自
分
た
ち
の
利
に
は
で
き
な
い

庶
民
に
、
ク
リ
と
マ
ツ
を
抱
き
合
わ
せ
で
植
え
さ
せ
る
こ
と
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
の
が
、
幕
府
の
林
政
の
狙
い
だ
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。
井
の
頭
の
当
時
の
風
景
も
、
そ
ん
な
政

策
の
結
果
だ
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
く
時
代
と
植
生
の
変
遷
を
知
り
た
い
方
は
、「
森

林
の
江
戸
学
Ⅱ
」
を
ぜ
ひ
。

安
田 

知
代

安
田 

知
代
（
や
す
だ 

と
も
よ
）

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
『
井
の
頭
公
園
＊
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

『
懐
か
し
の
吉
祥
寺 

昭
和
29
・
40
年
』
編
著
。

　
去
る
６
月
10
日
、武
蔵
野
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
催
さ
れ

た
講
座
「
井
之
頭
御
林
に
み
る
江
戸
幕
府
の
森
林
政
策
」

で
、
幕
末
の
井
の
頭
の
植
生
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し

た
。お
話
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
の
准
教
授
、太
田
尚
宏

先
生
。現
在
日
本
が
抱
え
る
森
林
問
題
へ
の
警
鐘
か
ら
始

ま
る
視
野
の
広
い
内
容
で
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
幕
末
の

植
生
に
絞
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

天保5（1834）年発行の「江戸名所図会」を見ると、松が多いように見受けられる。

▲ 

　

５
月
上
旬
の
１
０
０
周
年
記
念
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、

「
チ
ョ
コ
ッ
と
か
い
ぼ
り
隊
」
や
「
水
上
観
察
会
」
に
多

く
の
人
が
参
加
し
、「
イ
ノ
カ
シ
ラ
フ
ラ
ス
コ
モ
が
生
え

て
い
る
様
子
に
感
動
し
ま
し
た
！
」、「
ま
す
ま
す
井
の

頭
池
に
愛
着
が
湧
き
ま
し
た
！
」
な
ど
、
充
実
し
た
感

想
が
多
々
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。「
よ
み
が
え
れ
‼
井
の
頭
池
！
」
の
活
動
に
、
公
益

社
団
法
人 

日
本
水
環
境
学
会 

関
東
支
部
か
ら
「
平
成
29

年
度
水
環
境
保
全
活
動
特
別
賞
」
が
授
与
さ
れ
た
の
で

す
。
地
域
の
市
民
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、

そ
し
て
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
他
地
域
へ
も
大
き
な
波
及

効
果
を
広
げ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
表
彰
で

す
。

　

こ
の
活
動
を
推
進
し
て
い
る
西
部
公
園
緑
地
事
務
所

の
担
当
で
、
工
事
課
の
内
山
香
さ
ん
が
、「
井
の
頭
池
で

の
地
域
と
行
政
と
の
協
働
事
業
が
、
都
市
域
の
水
辺
の

自
然
再
生
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
た
ら
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
！
」
と
、
抱
負
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

か
い
ぼ
り
の
活
動
が
、

水
環
境
保
全
活
動
特
別
賞
を
受
賞
！

答えは裏面の
インフォメーションの
ところだよいのけん受験講座いのけん受験講座

第14回第14 回

の1級渡邊安浩 今回は、井の頭自然文化園の問題です。
（　　　　）内に当てはまる言葉を入れて下さい。

Q1． 2017 年 5月 22日にアクアマリンいなわしろカワセミ水族館から（　　　　　　）カワウソのメスがやってきました。
Ｑ２． オオサンショウウオは飼育下では 50 年以上生きるともいわれていますが、水生物館にいるオオサンショウウオは、

2017年 5月 1日現在（　　　）歳です。

太田先生の「井之頭御林
と江戸・東京の水源」が
編纂されている「森林の
江戸学Ⅱ」（東京出版）

2017年6月17日に行われた表彰式には、現場
でもタグを組んでいる西部公園緑地事務所担当
者とNPO法人生態工房のメンバーが出席。

こ
の
コ
ー
ナ
ー『
私
と
井
の
頭
公
園
』に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
現
在
ま
で
32
人
。

２
回
に
亘
る
、
印
象
の
残
っ
た
言
葉
の
後
編
で
す
。（
肩
書
は
当
時
）（

聞
き
手　

川
井
信
良
）

■
今
の
子
供
た
ち
、
特
に
都
会
の
子
は
な
か
な
か
生
き
物
と
触
れ
合
う
こ
と
が
少
な
い

で
す
よ
ね
、
で
も
、
人
間
は
生
き
物
を
見
つ
け
た
り
捕
ま
え
た
り
す
る
こ
と
が
本
能
と

し
て
あ
る
ん
で
す
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
を
子
供
の
と
き
に
体
験
さ
せ
た
い
の
で
す
。（
中

略
）
そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
『
い
き
も
の
広
場
』
が
出
来
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
か

な
。（
20
号
井
の
頭
自
然
文
化
園
園
長
・
成
島
悦
雄
さ
ん
）
■
井
の
頭
池
は
き
れ
い
で
し
た
よ
、

冷
た
く
て
ね
、
藻
が
多
く
て
下
ま
で
は
見
え
な
い
ん
で
す
よ
。
で
も
湧
き
水
が
出
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
水
圧
で
藻
が
よ
け
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
上
を
泳
ぐ
と
身
体
が
持
ち
上

が
る
ぐ
ら
い
噴
き
出
し
て
い
る
ん
で
す
。（
23
号
井
之
頭
町
会
会
長
・
岩
崎
菊
男
さ
ん
）
■
野

外
ス
テ
ー
ジ
や
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ツ
で
ア
ン
プ
を
使
っ
て
い
た
り
し
ま
す
が
、
ア
ン
プ

に
よ
る
大
音
量
は
こ
の
公
園
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
で
す
ね
。
井
の
頭
池
に
浮
か
ぶ
色

の
つ
い
た
ボ
ー
ト
も
似
合
い
ま
せ
ん
。（
26
号
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
コ
ー
ヒ
ー
代
表
・
宮
地
泰
隆
さ

ん
）
■
自
然
の
驚
異
的
な
力
を
学
ん
だ
り
、
多
く
の
仲
間
が
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
ね
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。
ま
だ
体
力
気
力
は
保
ち
そ
う
な
の
で
、
モ
ノ
覚

え
の
悪
さ
や
頑
固
さ
な
ど
の
老
害
に
気
を
つ
け
な
が
ら
（
笑
）
今
し
ば
ら
く
か
い
ぼ
り
活

動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
27
号
井
の
頭
か
い
ぼ
り
隊
・
山
口
行
弘
さ
ん
）
■
業
者

さ
ん
に
外
来
魚
の
駆
除
を
委
託
し
て
し
ま
う
や
り
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
効
果
は
そ

の
時
だ
け
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
市
民
参
加
方
式
は
運
営
の
た
め
の
労
力
が
増
え
ま
す

が
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
池
を
守
る
と
い
う
思
い
が
地
域
に

ず
っ
と
根
付
く
の
で
す
。（
30
号
西
部
公
園
緑
地
事
務
所
工
事
課
課
長
代
理
・
内
山 

香
さ
ん
）

■
都
会
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た
自
然
が
残
っ
て
い
る
井
の
頭
公
園
は
大
変

貴
重
で
す
。
こ
こ
な
ら
多
く
の
人
に
自
然
の
不
思
議
さ
や
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、
人
間
が
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て｢

井
の
頭
か
ん
さ
つ
会｣

を
始
め
た
の
で
す
。（
32
号
井
の
頭
か
ん
さ
つ
会
代
表
・
田
中

利
秋
さ
ん
）
■
戦
時
中
と
い
え
ば
、
中
島
飛
行
機
が
空
襲
で
や
ら
れ
た
せ
い
か
、
水
族
館

に
ゼ
ロ
戦
の
エ
ン
ジ
ン
を
隠
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
油
紙
で
包
ん
で
び
っ
ち
り
と

詰
め
込
ん
で
い
て
、
兵
隊
さ
ん
が
警
備
し
て
い
ま
し
た
。（
33
号
東
大
総
合
研
究
博
物
館
・

須
田
孫
七
さ
ん
）

今年度が最後の『いのけん』です。楽しくチャレンジして下さい 募集要項配布中です！！
申込期間：［3・2級］6月12日～7月21日   ［1級］10月2日～11月17日　　問い合わせ：TEL.0422-40-5525 ／ TEL.0422-23-5900


